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　６月８日、たづくり８階の「映像シアター」で調布「憲法ひろば」第８３回例会を開催しました。たづくりの「みんなのまつり」参加３年目の今年は、原発事故から３年目を迎えた福島の様子を、現地で被災者を支えながら脱原発の運動に取り組んでいる「原発問題住民運動全国連絡センター」代表の伊東達也さん（写真左上）に話していただきました。司会は丸山重威調布「憲法ひろば」世話人（写真左下）。参加は４７人。　　


　　　　　（編集部）





六〇キロの海岸線をもついわき市





　伊東さんの住むいわき市は面積では日本一。その六〇キロもある海岸線を大津波が襲った。原発からの距離は二七～八〇キロにわたる。この広い町に二つの大災害がもたらした惨状をまず映像でみせていただいた。津波と放射能に追われて一時避難した人は一八万三千人。交通も途絶し、報道陣も退去してしまった。





　悲しい現実


　　―住民分断





　原発事故で災害はより複雑なものになった。原発からの距離と線量で、道一本へだてただけで帰宅困難区域と避難指示解除準備区域（日中立ち入り可）にわかれ、賠償額が違ってくる。そしてついに市役所の壁に「被災者帰れ」の落書き。市が受け入れた二万四千人の避難者のせいで交通事故が増え、病院では待たされる、果ては月十万円の賠償金で一晩中酒を飲んでいるという偏見まで。





原発震災の残酷さ





　全町民避難の浪江町では一月間捜索ができず、一六四人が遺体で発見された。避難時や避難先での「震災関連死」はこれまでに千四百人。浪江町千七百人の小中学生は四七都道府県の六九〇校に分散、子どもたちは先生も友達も失った。二年間漁のできない漁師たちの掌からはタコが消えた。役場を移転した九町村のうち、戻ったのは川内村と広野町だけ。住民は二割しか戻っていない。こんな中、除染にあたる労働者の労働条件は劣悪そのもの。東電が二十万円出すという日当は九次に及ぶ下請けの末端では一万円ちょっとになってしまう。被曝総線量が五〇ミリＳＶになればもう働けない。





　反省もなく、


　責任もとらな


　い政府・東電





　これだけの被害を出しながら、原発推進を図る政府・東電の強硬姿勢の裏には、核兵器開発技術の保持という思惑がある。これに対して被害者たちはさまざまな形の訴訟を起こしている。今年三月十一日、いわき市住民八二二人が低線量被曝で提訴した。うち一四八人が子どもで、八人は事故当時胎児だった。子どもたちの健康、結婚差別への心配は若い親たちにとって深刻である。





　謝れ、償え、


　なくせ原発





　損害賠償を求める民事訴訟は被害者にしか起こせないが、責任を問う刑事訴訟は誰でもできる。訴訟を全国で起こすことが、司法を動かし、国の政策を変えさせるための有効な手段だ。オール福島で「謝れ、償え、なくせ原発」を要求する運動が生まれた。福島を語り、福島を伝えて、この運動を全国で起こしてほしい。


　　（石川康子・記）














